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新
人
文
学
に
つ
い
て
の
愚
考

安
酸
敏
眞

﹇
巻
頭
言
﹈

わ
が
北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
お
よ
び
大
学
院
文
学
研
究
科
が
、「
新
人
文
学
」
な
い
し
「
新
人
文
主
義
」
を
標
榜
し
て

い
る
こ
と
は
、
学
園
関
係
者
に
は
つ
と
に
周
知
の
事
柄
で
あ
る
。
実
際
、
大
学
院
文
学
研
究
科
は
一
〇
年
前
か
ら
『
年
報

新
人
文
学
』
を
刊
行
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
「
新
人
文
学
」
な
い
し
「
新
人
文
主
義
」
が
具
体
的
に
い
か
な
る
内
実
を

有
す
る
か
は
、
わ
れ
わ
れ
内
部
の
教
員
に
も
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

わ
た
し
は
曖
昧
な
日
本
語
の
概
念
に
出
く
わ
す
と
、
英
語
と
か
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
に
置
き
換
え
て
考
え
る
習
性
が

あ
る
。
長
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
言
語
と
日
本
語
の
間
で
格
闘
し
て
き
た
結
果
、
い
つ
し
か
こ
う
い
う
癖
が
身
に
つ
い
た
。

偏
奇
な
習
性
か
も
し
れ
な
い
が
、
暫
く
お
つ
き
あ
い
願
い
た
い
。
い
ま
の
場
合
、「
新
人
文
学
」
と
「
新
人
文
主
義
」
は
、

さ
し
あ
た
り
英
語
で
はn

e
w

 h
u

m
an

itie
s

とn
e
w

 h
u

m
an

ism
と
表
現
さ
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
実
は
必
ず
し
も
そ
う
簡
単

で
は
な
い
。

h
u

m
an

itie
s

とh
u

m
an

ism

の
語
幹
のh

u
m

an-

は
、
直
接
的
に
は
ラ
テ
ン
語h

u
m

an
u

s

と
い
う
形
容
詞
に
由
来
す
る

が
、
こ
れ
は「
人
間
の
」（of o

r belon
gin

g to m
a
n

, h
u

m
a
n

）と
い
う
意
味
で
あ
る（
ち
な
み
に
、
ラ
テ
ン
語
で
は「
人
間
」
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はh
o

m
o

で
あ
る
）。
言
う
ま
で
も
な
く
、h

u
m

an
itie

s

は
「
人
類
」
と
か
「
人
間
性
」
を
表
わ
すh

u
m

an
ity

と
い
う
語

の
複
数
形
で
あ
る
が
、
な
ぜ
複
数
形
に
な
る
と
「
人
文
学
」
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い

て
愚
考
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
成
立
し
た
「
フ
マ
ニ
タ
ス
研
究
」（stu

d
ia h

u
m

an
itatis

）
な
る
用
語
に

辿
り
着
く
。stu

d
ia

はstu
d

iu
m

（
研
究
）
の
複
数
形
、h

u
m

an
itatis

はh
u

m
an

itas

（
フ
マ
ニ
タ
ス
）
の
単
数
属
格
形

な
の
で
、
こ
の
用
語
は
字
義
通
り
に
は
「
フ
マ
ニ
タ
ス
（
に
つ
い
て
）
の
諸
研
究
」、
つ
ま
りstu

d
ie

s o
f h

u
m

an
ity

と

い
う
意
味
に
な
る
。
こ
れ
が
縮
合
さ
れ
た
結
果
、h

u
m

an
itie

s

と
い
う
複
数
形
が
「
人
文
学
」
を
表
わ
す
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
の
が
、
わ
た
し
な
り
の
推
測
で
あ
る
。
も
し
こ
の
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
人
文
学
」
は
ル
ネ
サ
ン
ス

期
の
「
フ
マ
ニ
タ
ス
研
究
」
を
も
っ
て
嚆
矢
と
す
る
。

つ
い
で
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
語
に
はH
u

m
an

w
isse

n
sch

afte
n

（
人
文
科
学
）
と
い
う
語
は
た
し
か
に
あ
る
が
、
英
語
の

h
u

m
an

itie
s

に
厳
密
に
該
当
す
る
語
は
存
在
し
な
い
。
し
い
て
言
え
ば
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
そ
の
学
問
的
基
礎
づ
け
に
尽
力

し
たG

e
iste

sw
isse

n
sch

afte
n

が
そ
れ
に
最
も
近
い
が
、
こ
れ
は
「
精
神
科
学
」
の
謂
い
で
あ
る
の
で
、h

u
m

an
itie

s

と

は
若
干
の
位
相
の
ズ
レ
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
の
鍵
概
念
と
な
る
フ
マ
ニ
タ
ス
と
は
な
に
か
。
ラ
テ
ン
語
のh

u
m

an
itas

は
、
標
準
的
な
羅

英
辞
書
に
よ
れ
ば
、h

u
m

a
n

 n
a
tu

re, h
u

m
a
n

ity,  in
 a g

o
o

d
 se

n
se

;  th
e q

u
a
lities, feelin

gs, a
n

d
 in

clin
a
tion

s of 

m
a
n

k
in

d
; th

e h
u

m
a
n

 ra
ce, m

a
n

k
in

d

と
い
う
基
本
的
意
味
に
加
え
て
、A.  H

u
m

a
n

e or gen
tle con

d
u

ct to
w

ard
s 

o
th

e
rs,  h

u
m

a
n

ity, p
h
ila

n
th

rop
y, gen

tlen
ess, k

in
d
n

ess, p
oliten

ess
; B

.  M
en

ta
l cu

ltiva
tion

 befi
ttin

g a
 m

a
n

, libera
l 

ed
u

ca
tion

, good
 breed

in
g, elega

n
ce of m

a
n

n
ers or la

n
gu

a
ge, refi

n
em

en
t

と
い
っ
た
派
生
的
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
フ
マ
ニ
タ
ス
に
は
人
間
性
と
い
う
意
味
の
ほ
か
に
、
人
類
愛
、
博
愛
、
優
美
、
親
切
、
礼
節
、
教
養
、
上
品
、
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洗
練
な
ど
の
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。
英
語
のh

u
m

an
ism

は
―
―
ド
イ
ツ
語
の
フ
マ
ニ
ス
ム
ス
（H

u
m

an
ism

u
s

）、

フ
ラ
ン
ス
語
の
ユ
マ
ニ
ス
ム
（h

u
m

an
ism

e

）、
イ
タ
リ
ア
語
の
ウ
マ
ネ
ジ
モ
（u

m
an

e
sim

o

）
な
ど
と
同
じ
く
―
―
、

ラ
テ
ン
語
のh

u
m

an
itas

に
根
ざ
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
言
葉
に
も
お
の
ず
か
ら
多
義
性
が
伴
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の

語
は
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
「
人
文
主
義
」
と
い
う
意
味
の
ほ
か
に
、
い
わ
ゆ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、

つ
ま
り
博
愛
主
義
、
人
道
主
義
、
人
間
主
義
、
人
間
的
興
味
・
価
値
・
品
位
・
尊
厳
を
中
心
と
す
る
思
考
〔
行
動
〕
様
式

な
ど
を
表
わ
す
。「
人
文
主
義
」
と
い
う
日
本
語
は
、
サ
ル
ト
ル
が
「
実
存
主
義
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
」
と
い
う

場
合
や
、「
人
命
は
地
球
よ
り
重
い
」
と
い
う
言
葉
に
含
意
さ
れ
る
日
本
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
な
ど
と
は
、
お
よ
そ
別
の

代
物
で
あ
る
。

前
置
き
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、「
新
人
文
学
」
と
か
「
新
人
文
主
義
」
と
い
う
場
合
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
に
よ
っ

て
何
を
言
い
表
わ
そ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
の
い
う
「
新
人
文
学
」
の
内
実
は
、
従
来
の
人
文
学
と
ど
こ

が
違
う
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
本
学
が
掲
げ
る
「
新
人
文
主
義
」
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
人
文
主
義
や
、
一
八
世
紀
後
半
の

ド
イ
ツ
で
標
榜
さ
れ
た
「
新
人
文
主
義
」（N

e
u

h
u

m
an

ism
u

s

）
と
、
一
体
ど
う
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
ハ

ッ
キ
リ
さ
せ
な
い
で
、
た
だ
「
新
人
文
学
」
や
「
新
人
文
主
義
」
に
つ
い
て
語
っ
て
も
、
そ
れ
は
中
身
も
味
も
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
秋
に
な
る
と
秋
味
、
冬
に
な
れ
ば
冬
味
な
ど
と
し
て
売
り
出
し
て
い
る
、
某
ビ
ー
ル
メ

ー
カ
ー
の
広
告
と
大
差
が
な
い
。

こ
の
点
で
示
唆
に
富
む
の
は
、
本
誌
の
創
刊
号
に
寄
せ
ら
れ
た
大
濵
徹
也
氏
（
当
時
の
研
究
科
長
）
の
言
で
あ
る
。
氏

は
そ
こ
で
、「
新
人
文
主
義
」
と
は
「
人
間
解
放
の
名
の
下
に
、
人
間
が
自
然
を
征
服
し
、
人
間
至
上
が
『
近
代
』
の
価
値

で
あ
る
と
思
い
み
な
し
、
人
間
が
欲
望
の
お
も
む
く
ま
ま
に
世
界
を
支
配
す
る
こ
と
に
道
を
開
い
た
人
文
主
義
が
墜
ち
こ
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ん
だ
隘
路
を
凝
視
し
、
人
間
が
人
間
で
あ
る
こ
と
は
何
か
を
問
い
質
さ
ん
と
す
る
も
の
で
す
」、
と
喝
破
し
て
お
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
が
標
榜
す
る
「
新
人
文
主
義
」
は
、
近
代
の
人
間
至
上
主
義
や
人
間
中
心
主
義
へ
の
厳
し
い
批
判
を

含
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
昨
年
の
創
立
二
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
招
き
し
た
東
北
大
学
の
佐

藤
弘
夫
教
授
は
、「《
世
界
》
の
構
成
員
と
し
て
人
間
の
み
が
突
出
す
る
近
代
の
異い

形
ぎ
ょ
う

性せ
い

」
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
、「
神

や
仏
や
死
者
（
ご
先
祖
様
）
も
ま
た
と
も
に
こ
の
世
界
の
構
成
者
で
あ
っ
た
」
時
代
が
か
つ
て
実
在
し
た
こ
と
を
認
識
す

る
こ
と
で
、
現
代
人
の
立
ち
位
置
を
相
対
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
語
ら
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
自
覚
も
わ
れ
わ
れ
が
標
榜

す
る
「
新
人
文
主
義
」
と
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
新
人
文
学
」
と
は
、
上
記
の
よ
う
な
謙
遜
な
意
識
―
―
宇
宙
的
な
畏
敬
の
念
と
「
超
越
へ
の
開
け
」―
―
を
も
っ
て
営

ま
れ
る
人
文
学
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
具
体
的
な
作
法
は
従
来
の
そ
れ
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
と
し
て
も
、
文
献

学
と
解
釈
学
へ
の
自
覚
的
回
帰
を
遂
行
し
、
自
然
科
学
と
社
会
科
学
の
諸
成
果
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
人
間
と
そ
の
文
化
を

総
合
的
に
探
究
す
る
学
問
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
人
文
学
は
人
文
科
学
と
は
違
っ
て
、
人
間
形
成
に
資
す
る
と
い
う
目

標
を
も
っ
て
い
る
の
で
、「
新
人
文
学
」
は
科
学
技
術
と
経
済
合
理
性
が
支
配
す
る
現
代
世
界
に
あ
っ
て
、
人
間
性
の
陶
冶

を
推
進
す
る
新
た
な
方
策
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
研
究
と
教
育
の
場
で
そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
は
、
今
日
の
人

文
学
が
果
た
す
べ
き
焦
眉
の
そ
し
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

（
や
す
か
た　

と
し
ま
さ
・
北
海
学
園
大
学
教
授
）




